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一
、
書
序

　

古
来
、
書
の
冒
頭
に
は
書
序
が
置
か
れ
る
。
日
本
に
お
い
て
現

存
最
古
の
書
序
は
『
古
事
記
』
の
序
で
あ
る
。『
歌
経
標
式
』
も

書
序
の
形
式
に
倣
っ
て
「
臣
浜
成
言
。
原
夫
歌
者
」
で
始
ま
り
、

識
語
で
終
わ
る
。
後
の
歌
論
書
も
、
本
文
が
「
式
」
で
分
類
さ
）
4
（

れ
、

『
古
今
集
』『
新
撰
和
歌
』『
後
拾
遺
集
』
な
ど
の
歌
集
も
、
序
の

後
に
続
く
の
は
歌
で
あ
る
か
ら
、
序
の
部
分
は
明
瞭
で
あ
）
5
（

る
。

　

一
方
で
、
本
文
が
和
文
の
散
文
で
あ
る
『
俊
頼
髄
脳
』
は
、
一

見
し
て
序
の
区
別
が
付
き
に
く
い
。
た
だ
書
序
の
文
体
に
よ
る
と
、

序
は
は
っ
き
り
と
分
け
ら
れ
、
そ
れ
に
則
っ
て
各
句
を
区
切
る
）
6
（

と
、

そ
の
形
態
は
次
の
よ
う
に
な
）
7
（

る
。

漫
句　

大
和
御
言
の
歌
は
、
我
が
秋
津
州
の
国
の
戯
ぶ
れ
遊
び
な

れ
ば
、

神
代
よ
り
始
ま
り
て
、
今
日
今
に
絶
ゆ
る
こ
と
無
し
。

漫
句　

大
大
和
の
国
に
生
ま
れ
な
む
人
は
、

は
じ
め
に

　

現
存
最
古
の
歌
論
書
『
歌
経
標
式
』
の
「
歌
経
」
と
い
う
語
が

『
詩
経
』
と
い
う
書
名
を
想
起
さ
せ
、
ま
た
「
式
」
と
い
う
語
が

『
文
筆
式
』『
詩
式
』
な
ど
の
詩
論
書
に
由
来
す
る
こ
と
が
象
徴
す

る
よ
う
に
、
歌
論
は
詩
論
を
土
台
と
し
て
生
ま
れ
）
1
（

た
。
以
後
の

「
式
」、『
和
歌
作
式
』『
和
歌
式
』『
石
見
女
式
』『
和
歌
体
十
種
』

な
ど
も
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
歌
論
書
を
、『
髄
脳
髄
脳
』
で
「
歌
の
姿
、
病
を
避
る
べ

き
こ
と
、
あ
ま
た
の
髄
脳
に
見
え
た
れ
ど
も
」
と
す
る
「
髄
脳
」

の
呼
称
も
『
詩
髄
脳
』
な
ど
の
詩
論
書
に
由
来
す
）
2
（

る
。『
俊
頼
髄

脳
』
の
出
現
は
、『
歌
経
標
式
』
に
規
定
さ
れ
る
「
歌
病
」「
歌

体
」
な
ど
の
「
式
」
か
ら
歌
語
の
「
釈
」
に
移
行
す
る
分
岐
点
と

な
る
）
3
（

が
、
そ
の
「
釈
」
に
は
、
同
時
代
の
詩
論
『
江
談
抄
』
第

四
・
五
・
六
と
共
通
す
る
逸
話
が
存
在
す
る
。

　
『
俊
頼
髄
脳
』
は
漢
文
学
に
取
り
巻
か
れ
て
い
た
。

『
俊
頼
髄
脳
』
の
漢
文
学

小　

野　

泰　

央
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送
句　

な
る
べ
し
。

傍
句　

抑
も
歌
に
、

あ
ま
た
の
姿
を
分
か
ち
、
八
つ
の
病
を
記
し
、
九
の
品
を

表
し
て
、

い
と
き
な
き
者
を
教
へ
、
愚
か
な
る
心
を
悟
ら
し
む
る

送
句　

者
あ
り
。

傍
字　

然
か
は
あ
れ
ど
、

習
ひ
伝
へ
ざ
れ
ば
、
悟
る
こ
と
難
く
、

浮
か
べ
て
学
ば
ざ
れ
ば
、
覚
ゆ
る
こ
と
少
し
。

埋
も
れ
木
の
埋
も
れ
て
、
人
に
知
ら
れ
ざ
る
臥
所
を
尋
ね
、

滝
の
流
れ
に
流
れ
て
、
過
ぎ
ぬ
る
言
葉
の
葉
を
集
め
て

送
句　

み
れ
ば
、

浜
の
真
砂
よ
り
も
多
く
、
雨
の
脚
よ
り
も
繁
し
。

霞
を
隔
て
て
春
の
山
に
向
ひ
、
霧
に
咽
び
て
秋
の
野
辺
に

臨
め
る

送
句　

が
如
き
な
り
。

山
賤
の
卑
し
き
言
葉
な
れ
ど
、
尋
ね
ざ
れ
ば
朝
の
露
と
消

え
失
せ
ぬ
。

玉
の
台
の
妙
な
る
御
言
な
れ
ど
、
聞
き
知
ら
ざ
れ
ば
風
の

前
の
塵
と
成
り
ぬ
る
に
や
。

発
句　

哀
れ
な
る
か
な
や
。

漫
句　

此
の
道
の
目
の
前
に
失
せ
ぬ
る
こ
と
を
。

傍
句　

俊
頼
の
み
一
人
、

男
に
て
も
女
に
て
も
、
貴
き
も
卑
し
き
も
、

好
み
習
ふ
べ
け
れ
ど
も
、

情
あ
る
人
は
進
み
、
情
無
き
者
は
進
ま
ざ
る
こ
と
か
。

傍
句　

例
え
ば
、

水
に
住
む
魚
の
鰭
を
失
ひ
、
空
を
翔
け
る
鳥
の
翼
の
生
ひ

ざ
ら
む

送
句　

が
如
し
。

発
句　

凡
そ
、

漫
句　

歌
の
起
こ
り
、
古
今
の
序
、
和
歌
の
式
に
見
え
た
り
。

漫
句　

世
も
上
り
、
人
の
心
も
巧
み
な
り
し
時
、
春
夏
秋
冬
に
つ

け
て
、

花
を
翫
び
、
郭
公
を
待
ち
、
紅
葉
を
惜
し
み
、
雪
を
お
も

し
ろ
し
と
思
ひ
、
君
を
祝
ひ
、
我
が
身
を
憂
へ
、
別
れ
を

惜
し
み
、
旅
を
哀
れ
び
、
妹
背
の
仲
を
恋
ひ
、
事
に
臨
み

て
思
ひ
を
述
ぶ
る

送
句　

に
つ
け
て
も
、

詠
み
残
し
た
る
節
も
無
く
、
続
け
漏
ら
せ
る
詞
も
見
え
ず
。

送
句　

如
何
に
し
て
か
は
、
末
の
世
の
人
の
珍
し
き
様
に
も
取
り

な
す
べ
き
。

良
く
知
れ
る
も
無
く
、
良
く
知
ら
ざ
る
も
無
し
。

良
く
詠
め
る
も
無
く
、
良
く
詠
ま
ざ
る
も
無
し
。

詠
ま
れ
ぬ
を
も
、
詠
み
顔
に
思
ひ
、
知
ら
ざ
る
を
も
、
知

り
顔
に
言
ふ
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る
。

　
「
然
か
は
あ
れ
ど
も
」
も
、『
作
文
大
体
』「
筆
大
体
」「
傍
字
」

に
「
然
而
」
と
あ
り
、『
古
今
集
』
仮
名
序
に
「
し
か
あ
れ
ど
、

こ
れ
か
れ
」、『
古
今
集
』
真
名
序
に
「
然
而
、
神
代
七
代
」、『
後

拾
遺
集
』
序
に
「
し
か
あ
れ
ど
、
の
ち
見
む
た
め
に
」
と
あ
る
。

　
「
哀
れ
な
る
か
な
や
」
は
、『
作
文
大
体
』「
雑
筆
大
体
」「
発

句
」
に
「
呼
嗟
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
述
懐
」
を
示
す
最
終
段

落
の
冒
頭
と
し
て
機
能
す
る
。
例
え
ば
、
大
江
匡
衡
「
中
秋
三
五

夕
於
巴

江
州
野
亭
対
月
言
志
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
）に
「
嗟
呼
。

心
事
日
日
衰
」、『
古
今
集
』
真
名
序
に
「
嗟
乎
、
人
丸
既
没
。
和

歌
不
在
斯
哉
」、「
大
井
川
行
幸
和
歌
序
」
で
は
序
全
体
の
冒
頭
に

「
あ
は
れ
、
わ
が
君
の
御
代
」、『
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
』
の
序

に
「
あ
は
れ
、
す
べ
ら
ぎ
の
」
と
あ
る
。

　
「
俊
頼
の
み
一
人
」
は
、
最
終
段
落
で
自
ら
の
名
を
記
す
な
ど

し
て
「
述
懐
」
を
示
す
。『
古
今
集
』
真
名
序
に
「
臣
等
、
詞
少

春
花
之
艶
」、『
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
』
序
に
「
清
輔
、
昔
は
秋

の
深
山
辺
の
草
の
う
ち
に
」、『
讃
岐
典
侍
日
記
』
上
巻
に
「
思
ひ

い
づ
れ
ば
、
わ
が
君
に
つ
か
ま
つ
る
こ
と
」
と
あ
る
。
序
の
最
終

段
落
は
、
主
催
者
や
当
代
を
賛
美
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た

が
、
平
安
中
期
か
ら
自
ら
の
不
遇
も
記
す
よ
う
に
な
っ
）
8
（

た
。
皆
が

亡
く
な
っ
て
自
分
だ
け
が
も
の
ご
と
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、

『
新
撰
和
歌
』
序
の
「
伝
勅
納
言
亦
已
薨
逝
。
空
貯
妙
辞
於
箱
中
、

独
屑
落
涙
于
襟
上
。
若
貫
之
逝
去
、
歌
亦
散
逸
」
な
ど
と
同
じ
発

此
の
事
を
営
み
て
、
徒
ら
に
年
月
を
送
れ
ど
も
、

我
が
君
も
遊
め
給
は
ず
、
世
の
人
も
ま
た
哀
れ
ぶ
こ
と
も

無
し
。

明
け
暮
れ
は
身
の
憂
へ
を
嘆
き
、
起
き
臥
し
は
人
の
辛
さ

を
恨
む
。

隠
れ
て
は
、
男
山
に
ま
し
ま
せ
る
八
の
幡
の
御
う
つ
く
し

み
を
待
ち
、

現
れ
て
は
、
三
笠
の
杜
に
栄
へ
給
へ
る
藤
の
裏
葉
に
頼
を

か
く
。

傍
句　

恵
み
給
へ
、
哀
れ
び
給
へ
。

隠
れ
た
る
信
有
れ
ば
、
現
れ
た
る
感
有
る

送
句　

も
の
を
や
。

　
「
漫
句
」
は
対
偶
を
成
さ
な
い
文
で
、『
作
文
大
体
』
に
は
「
漫

句﹇
不
対
合
﹈」
と
あ
り
、「
発
句
」「
傍
字
」「
傍
句
」
は
段
落
の

初
め
の
接
続
語
で
、『
作
文
大
体
』
に
「
発
句﹇
施
頭
。
又
有
施
中
。

頗
如
傍
句
﹈」
と
あ
り
、「
送
句
」
は
対
句
に
付
す
語
で
、『
作
文

大
体
』
に
「
施
尾
」
と
あ
る
。

　
「
凡
そ
」
は
、『
貞
觀
格
』
序
に
「
凡
格
者
」、『
新
撰
和
歌
』
序

に
「
凡
そ
歌
は
」、『
後
拾
遺
集
』
序
に
「
凡
そ
、
日
の
う
ち
に
よ

ろ
づ
の
こ
と
わ
ざ
多
か
る
中
に
」
な
ど
と
あ
る
。

　
「
抑
も
」
は
、『
作
文
大
体
』
に
「
抑
、
且
、
就
中
等
也
。
如
発

句
」
と
あ
り
、『
古
今
集
』
仮
名
序
に
「
そ
も
そ
も
、
歌
の
様
、

六
つ
な
り
」、『
新
撰
和
歌
』
の
序
文
に
「
抑
夫
上
代
之
篇
」
と
あ
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前
の
塵
と
成
り
ぬ
る
に
や
」
な
ど
四
句
で
成
す
対
を
「
隔
句
対
」

と
呼
ぶ
。「
八
つ
の
病
を
記
し
、
九
の
品
を
表
し
て
」
は
「
数
対
」、

「
良
く
知
れ
る
も
無
く
、
良
く
知
ら
ざ
る
も
無
し
。
良
く
詠
め
る

も
無
く
、
良
く
詠
ま
ざ
る
も
無
し
。
詠
ま
れ
ぬ
を
も
、
詠
み
顔
に

思
ひ
、
知
ら
ざ
る
を
も
、
知
り
顔
に
言
ふ
な
る
べ
し
」
と
い
う
同

語
を
連
鎖
し
た
対
は
「
聯
綿
対
」
と
呼
ば
れ
る
。「
聯
綿
対
」
に

「
留
春
春
不
住
、
春
帰
人
寂
寞
。
厭
風
風
不
定
、
風
起
花
蕭
索
」

（『
和
漢
朗
詠
集
』「
三
月
尽
」
白
居
易
）、「
悲
之
又
悲
、
莫
悲
於

老
後
子
。
恨
而
更
恨
、
莫
恨
於
少
先
親
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
十

四
・
大
江
朝
綱
「
為
亡
息
澄
明
四
十
九
願
文
」）な
ど
が
あ
る
。

　

散
文
の
物
語
や
日
記
な
ど
に
も
書
序
ら
し
き
部
分
は
確
認
さ
れ

る
）
9
（

が
、
こ
の
よ
う
な
漢
文
書
序
の
形
式
は
取
ら
な
い
。
漢
文
を
起

源
と
す
る
歌
論
書
や
歌
集
・
詩
集
に
お
い
て
こ
そ
そ
の
形
式
が
継

承
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
院
政
期
の
散
文
『
俊
頼
髄
脳
』

に
ま
で
継
承
さ
れ
、『
奥
義
抄
』
な
ど
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

二
、
漢
詩
文
表
現

　

序
に
は
、
漢
詩
文
表
現
が
使
わ
れ
る
。

　
「
水
に
住
む
魚
の
鰭
を
失
ひ
、
空
を
翔
け
る
鳥
の
翼
の
生
ひ
ざ

ら
む
が
如
し
」
は
出
典
未
詳
で
あ
る
が
、
大
切
な
物
が
欠
け
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
鱗
の
無
い
魚
と
飛
べ
な
い
鳥
を
対
に
し
た
表
現

と
し
て
、「
尭
日
高
照
、
刷
傷
翅
於
恩
光
之
中
、
舜
海
広
沢
、
濯

枯
鱗
於
徳
水
之
末
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
六
・
文
室
如
正
「
請
殊
蒙

想
。
歌
道
を
知
る
人
の
少
な
い
こ
と
を
嘆
く
例
と
し
て
、『
古
今

集
』
仮
名
序
に
「
こ
こ
に
、
い
に
し
へ
の
事
を
も
歌
の
心
を
も
知

れ
る
人
、
僅
か
に
一
人
二
人
な
り
き
」、
大
江
匡
房
『
暮
年
詩
記
』

に
「
識
文
之
人
、
無
一
人
存
焉
」
と
あ
る
。

　
「
徒
に
年
月
を
送
れ
ど
も
」
と
い
う
詩
文
に
専
念
し
て
空
し
く

時
間
を
費
や
し
た
と
い
う
の
は
、
序
に
お
け
る
述
懐
部
分
の
常
套

表
現
で
、「
好
忠
百
首
」
序
に
「
あ
ら
た
ま
の
年
の
三
十
に
あ
ま

る
ま
で（
中
略
）明
け
て
は
暮
る
る
ひ
さ
か
た
の
、
月
日
を
の
み
も

過
ぐ
す
か
な
」、
藤
原
季
仲
に
「
如
僕
者
、
携
竹
書
而
多
年
」（『
本

朝
続
文
粋
』
巻
九
・「
賦
松
影
浮
池
水
、
応
教
詩
。
一
首
」）な
ど

が
あ
る
。

　
「
明
け
暮
れ
は
身
の
憂
へ
を
嘆
き
、
起
き
臥
し
は
人
の
辛
さ
を

恨
む
」
な
ど
の
現
状
を
嘆
く
こ
と
も
、
序
に
お
け
る
述
懐
部
分
の

常
套
表
現
で
、
橘
正
通
に
「
齢
亜
顔
駟
、
過
三
代
而
猶
沈
、
恨
同

伯
鸞
、
歌
五
噫
而
将
去
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
一
〇
・「
初
冬
同
賦
紅

葉
高
窓
雨
」）な
ど
が
あ
る
。「
明
け
暮
れ
」「
起
き
臥
し
」
な
ど
の

よ
う
に
、
思
い
の
不
断
な
る
こ
と
を
、
朝
晩
を
意
味
す
る
語
で
表

す
の
も
、
上
奏
文
な
ど
に
見
ら
れ
る
表
現
で
、
大
江
朝
綱
に
「
起

伏
慙
怖
、
必
待
哀
矜
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
四
・「
為
同
公
辭
攝
政
准

三
宮
等
表
」）な
ど
と
あ
る
。

　

対
句
部
分
も
漢
文
に
見
ら
れ
る
対
で
構
成
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

「
山
賤
の
卑
し
き
言
葉
な
れ
ど
、
尋
ね
ざ
れ
ば
朝
の
露
と
消
え
失

せ
ぬ
。
玉
の
台
の
妙
な
る
御
言
な
れ
ど
、
聞
き
知
ら
ざ
れ
ば
風
の
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す
る
で
あ
ろ
う
が
、
漢
詩
題
に
見
ら
れ
る
「
即
事
」
に
あ
た
る
。

　
「
新
宅
晩
涼
即
事
」（『
田
氏
歌
集
』
巻
中
）な
ど
の
例
が
あ
る
。

　

序
文
以
外
に
も
、
漢
詩
文
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
件
が
確

認
さ
れ
る
。

　
「
野
守
の
鏡
」
の
話
に
お
い
て
、
天
智
天
皇
が
野
守
に
言
っ
た

言
葉
に
、「
地
に
向
か
ひ
て
、
頭
を
地
に
付
け
て
」
と
あ
る
言
い

回
し
は
、『
周
礼
注
疏
』
巻
二
十
五
「
大
祝
」
の
鄭
注
に
「
稽
首
、

拝
頭
至
地
也
。
頓
首
、
拝
頭
叩
地
也
」
な
ど
と
あ
る
。

　

そ
の
野
守
の
言
葉
と
し
て
「
頭
の
雪
を
悟
り
、
面
の
皺
を
か
ぞ

ふ
る
」
と
す
る
の
は
奏
上
文
に
見
ら
れ
る
表
現
で
、
同
様
の
対
に

「
昔
呂
尙
父
之
面
波
、
別
渭
水
而
猶
疊
。
園
司
徒
之
鬢
雪
、
出
商

山
而
既
寒
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
二
・
巨
勢
為
時
「
答
六
条
左
大
臣

辭
職
表
勅
」）な
ど
が
あ
る
。
臣
下
の
会
話
に
奏
上
の
文
体
が
使
わ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
「
山
桜
飽
く
ま
で
色
を
」
と
い
う
歌
に
対
し
て
、「
め
で
た
き
世

に
は
風
だ
に
吹
か
ず
」
と
す
る
の
は
、『
論
衡
』「
是
応
」
に
「
儒

者
論
太
平
瑞
応
…
風
不
鳴
条
、
雨
不
破
塊
、
五
日
一
風
、
十
日
一

雨
」
な
ど
と
見
ら
れ
、
そ
れ
は
政
事
的
な
発
想
に
基
づ
く
。

　
「
山
高
み
」
と
い
う
歌
に
対
し
て
、「
心
な
き
物
に
心
を
つ
け
、

物
言
は
ぬ
物
に
物
を
言
は
す
る
は
、
歌
の
常
の
習
ひ
な
れ
ば
」
と

す
る
「
心
な
き
」
と
「
物
言
わ
ぬ
」
の
対
に
は
、「
落
花
不
語
空

辞
樹
、
流
水
無
情
自
入
池
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
春
・
落
花
・
一
二

六
、『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
七
「
過
巴

元
家
履
信
宅
一
」）、「
誰
謂

天
恩
因
准
先
例
兼
任
式
部
大
輔
闕
状
」）、「
如
枯
鱗
之
臥
轍
、
投

心
於
恩
波
、
似
窮
鳥
之
入
懐
、
懸
思
於
恵
露
」（
同
・
三
善
道
統

「
請
被
特
蒙
恩
恤
因
准
先
例
挙
達
弁
官
右
衛
門
権
佐
闕
状
」）な
ど

が
あ
る
。
共
に
官
職
を
求
め
る
奏
上
で
あ
る
。

　
「
此
の
道
の
目
の
前
に
失
せ
ぬ
る
」
の
「
此
の
道
」
と
い
う
語

は
漢
語
「
斯
道
」
を
和
訓
化
し
た
も
の
で
、
こ
こ
で
は
「
和
歌
の

道
」
を
意
味
す
る
。「
此
の
道
が
滅
び
る
」
と
い
う
表
現
は
、『
礼

記
』「
壇
弓
下
」
の
「
斯
道
也
、
将
亡
矣
」
や
『
論
語
』「
子
罕
第

九
」「
子
畏
於
匡
、
曰
、
文
王
既
没
、
文
不
在
茲
乎
。
天
之
将
喪

斯
文
也
」
を
原
典
と
す
る
。
歌
道
に
も
敷
衍
さ
れ
た
こ
と
は
、

『
続
日
本
後
紀
』
に
「
夫
和
歌
之
体
、
比
興
為
先
、
感
動
人
情
、

最
在
茲
矣
。
季
世
陵
遅
、
斯
道
已
墜
」（
嘉
祥
二
年〈
八
四
九
〉）、

『
古
今
集
』
真
名
序
に
「
人
丸
既
没
、
和
歌
不
在
斯
哉
」、『
古
今

集
序
注
』
所
引
「
能
因
家
集
序
」
に
「
如
彼
天
暦
以
往
三
代
集
之

明
主
、
降
勅
恢
茲
道
、
四
人
之
歌
仙
、
奉
詔
献
家
集
」
な
ど
の
例

か
ら
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
歌
道
が
廃
れ
て
い
る
と
す
る
の
は
、

『
古
今
集
』
真
名
序
に
「
欲
興
久
廃
之
道
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自

ら
の
編
纂
を
正
当
化
す
る
時
の
表
現
。

　
「
か
く
れ
た
る
信
あ
れ
ば
現
れ
た
る
感
あ
る
」
は
、『
淮
南
子
』

人
間
訓
の
「
有
陰
徳
者
、
必
有
陽
報
。
有
隠
行
者
、
必
有
昭
名
」

を
出
典
と
す
る
。『
世
俗
諺
文
』
の
目
次
に
「
有
陰
徳
者
、
必
有

陽
報
。
隠
信
者
、
有
顕
感
」
と
あ
る
。

　
「
事
に
臨
み
て
思
ひ
を
述
ぶ
る
」
は
、
部
立
の
「
雑
」
に
相
当
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題
の
文
字
は
、
三
文
字
、
四
文
字
、
五
文
字
あ
る
を
、
必
ず

詠
む
べ
き
文
字
、
必
ず
し
も
詠
ま
ざ
る
文
字
、
ま
は
し
て
心

を
詠
む
べ
き
文
字
、
さ
ゝ
へ
て
あ
ら
は
に
詠
む
べ
き
文
字
あ

る
を
、
よ
く
心
得
べ
き
な
り
。

と
定
義
す
る
題
字
の
置
き
方
も
詩
論
に
拠
る
。『
作
文
大
体
』「
発

句
不
必
載
居
題
字
事
」
に
「
句
題
詩
発
句
、
悉
載
居
題
字
。
是
常

例
也
。
又
不
載
例
有
也
」
と
あ
っ
て
、
特
に
虚
字
を
詠
み
込
ま
な

い
例
が
多
い
と
す
る
こ
と
は
、
題
字
を
載
せ
る
こ
と
が
前
提
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
作
文
大
体
』
で
は
「
題
目
」「
破

題
」「
比
喩
」「
本
文
」
な
ど
の
句
ご
と
の
題
の
載
せ
方
を
示
す
。

『
江
談
抄
』
第
四
に
お
い
て
も
、「
秋
未
出
詩
境
」
と
い
う
句
題
に

よ
る
頷
聯
「
文
峰
案
轡
白
駒
影
、
詞
海
艤
舟
紅
葉
声
」
に
つ
い
て

「
白
駒
者
秋
也
」
と
す
る
な
ど
、
題
字
の
置
き
方
を
記
し
た
話
が

散
見
す
）
10
（

る
。
唐
代
詩
論
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、『
詩
格
』「
論
破

題
」
に
「
二
曰
直
致
、
就
題
中
通
変
其
事
、
以
為
首
句
是
也
。
崔

補
闕
詠
辺
庭
雪
、
万
里
一
点
白
、
長
空
鳥
不
飛
。
此
用
一
白
字
、

傷
其
雪
体
、
故
云
直
致
」
と
あ
る
。
五
代
・
神
彧
の
『
詩
格
』

「
論
破
題
」
に
は
「
一
曰
、
就
題
、
用
題
目
便
為
首
句
是
也
」
と

し
て
「
張
祜
、
春
遊
東
林
寺
詩
、
一
到
東
林
寺
、
春
深
景
致
芳
」

の
例
を
挙
げ
る
。

　

詠
作
の
内
容
に
お
い
て
「
心
」
の
重
要
性
を
示
し
て
、

心
を
先
と
し
て
、
め
づ
ら
し
き
節
を
も
と
め
、
詞
を
飾
り
詠

む
べ
き
な
り
。

水
無
心
、
濃
艶
臨
兮
波
変
色
。
誰
謂
花
不
語
、
軽
漾
激
兮
影
動

脣
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
春
・
花
・
一
一
七
・
菅
原
文
時
）な
ど
が
あ

る
。「
心
な
き
物
を
つ
け
」
は
、『
古
今
集
』
仮
名
序
に
も
「
世
の

中
に
あ
る
人
、
事
、
業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
、
心
に
思
ふ
事
を
、

見
る
も
の
、
聞
く
も
の
に
付
け
て
、
言
ひ
出
せ
る
な
り
」
と
あ
る
。

『
古
今
集
』
仮
名
序
の
「
た
と
へ
歌
」
で
は
「
こ
れ
は
、
万
の
草
、　

木
、
鳥
、
獣
に
付
け
て
、
心
を
見
す
る
也
」
と
し
、『
古
今
集
序

注
』
所
引
の
「
公
任
卿
注
」
で
も
、「
た
と
へ
歌
」
に
つ
い
て
、

『
毛
詩
正
義
』
を
引
用
し
て
「
四
曰
興
。
注
云
、
託
事
於
物
、
諸

挙
草
木
鳥
獣
、
以
見
意
者
、
法
興
詞
也
」
と
す
る
。
た
だ
し
『
俊

頼
髄
脳
』
で
は
単
に
、
物
に
仮
託
し
て
自
身
の
状
態
を
述
べ
る
の

で
は
な
く
、
所
謂
、
擬
人
と
し
て
用
い
る
。

三
、
詩
論

　

そ
の
「
心
な
き
物
に
心
を
つ
け
」
と
い
う
発
想
は
詩
に
も
見
ら

れ
る
か
ら
、
そ
れ
は
詩
論
で
も
あ
る
。
別
に
『
俊
頼
髄
脳
』
に
は

詩
論
が
確
認
さ
れ
る
。
比
喩
表
現
を
、

ま
た
、
歌
に
は
似
物
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。

と
し
て
「
似
物
」
と
す
る
こ
と
は
、『
作
文
大
体
』「
詩
雑
例
」
に

「
似
物
体
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
、『
江
談
抄
』
第
四
で
も

「
此
句
古
人
号
大
似
物
」
と
さ
れ
る
。
遡
る
な
ら
ば
、『
文
鏡
秘
府

論
』「
地
」「
論
大
勢
等
」
に
「
形
似
体
」
と
あ
る
。

　

題
詠
の
詠
法
に
つ
い
て
、
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宋
代
詩
話
に
も
見
ら
れ
る
発
想
で
あ
る
。

四
、
故
事

　

漢
故
事
を
「
本
文
」
と
す
る
歌
の
「
釈
」
は
『
俊
頼
髄
脳
』
で

は
主
に
二
箇
所
に
掲
載
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
万
葉
集
』
や
三

代
集
な
ど
の
古
歌
に
対
す
る
「
釈
」
と
し
て
の
趙
高
の
故
事
・
蘇

武
の
故
事
・
張
騫
の
故
事
・
卞
和
の
故
事
）
11
（

と
、
連
歌
の
後
に
、

『
後
拾
遺
集
』
な
ど
の
近
代
歌
に
対
す
る
「
釈
」
と
し
て
の
王
昭

君
の
故
事
・
楊
貴
妃
の
故
事
・
紅
葉
題
詩
・
孔
子
の
字
謎
で
あ
）
12
（

る
。

俊
頼
は
歌
の
「
本
文
」
と
し
て
漢
故
事
を
意
識
し
て
い
た
わ
け
で

あ
る
。ア

、
本
文
引
用

ⅰ
、『
世
説
新
語
』『
西
京
雑
記
』

　

俊
頼
は
、
漢
故
事
の
本
文
間
に
お
け
る
違
い
を
も
理
解
し
て
い

た
。
王
昭
君
の
逸
話
に
つ
い
て
、

胡
の
国
の
帝
の
「
我
が
国
に
は
よ
き
女
の
な
き
に
容
貌
よ
か

ら
む
人
賜
ら
む
」
と
申
し
け
る
」
と
も
申
し
た
る
文
あ
り
と

ぞ
。

と
あ
っ
て
、「
と
も
申
し
た
る
文
あ
り
と
ぞ
」
と
す
る
の
は
、
そ

の
部
分
が
『
漢
書
』『
後
漢
書
』
に
は
な
く
、『
西
京
雑
記
』（
第

二
）に
「
匈
奴
入
朝
、
求
美
人
為
閼
氏
」
と
、『
世
説
新
語
』（
賢

媛
）に
「
後
匈
奴
来
和
、
求
美
女
於
漢
帝
」
と
あ
る
か
ら
で
、
つ

ま
り
そ
の
「
文
」
と
は
、『
西
京
雑
記
』『
世
説
新
語
』
の
文
を
指

と
し
て
、「
…
を
先
と
す
る
」
も
、
漢
文
訓
読
で
用
い
ら
れ
る
表

現
で
、『
文
鏡
秘
府
論
』「
南
」「
論
文
意
」
に
「
但
古
人
後
於
語
、

先
於
意
」（『
詩
議
』）と
あ
り
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
六
「
意
命
」
に
は

「
先
意
義
、
後
文
詞
」（『
劉
貢
甫
詩
話
』）と
あ
る
。
後
に
『
詠
歌
大

概
』
に
「
情
以
新
為
先
」
と
す
る
の
も
同
表
現
。

　

歌
に
お
け
る
「
本
文
」
論
は
、
す
で
に
、『
新
撰
髄
脳
』
に
記

さ
れ
て
い
る
が
、『
俊
頼
髄
脳
』
で
、
さ
ら
に
、

歌
を
詠
む
に
、
古
き
歌
に
詠
み
似
せ
つ
れ
ば
わ
ろ
き
を
、
今

の
歌
詠
み
ま
し
つ
れ
ば
、
あ
し
か
ら
ず
と
ぞ
承
る
。

と
し
て
、
古
歌
よ
り
も
優
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
す

る
考
え
は
、
例
歌
か
ら
経
信
の
『
難
後
拾
遺
抄
』
に
拠
っ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
は
「
詩
な
ど
に
は
か
か
る
こ
と
い
と
お
ほ
か
り
。
ま

た
ま
た
た
づ
ね
ら
る
べ
し
」（「
後
拾
遺
第
一
」・
春
上
）と
し
て
、

詩
論
に
多
い
と
い
う
。
そ
れ
は
、『
江
談
抄
』
第
四
に
「
都
府
楼

纔
看
瓦
色
。
観
音
寺
只
聴
鐘
声
。
菅
家
。
此
詩
於
鎮
府
不
出
門
胸

句
也
。
其
時
儒
者
評
云
。
此
詩
文
集
。
香
炉
峯
雪
撥
簾
看
之
句
ヨ

リ
ハ
猶
勝
被
作
云
々
。」
と
あ
り
、『
大
鏡
』
に
も
「
詩
に
ま
さ
ざ

ま
に
作
ら
し
め
給
へ
り
と
こ
そ
、
昔
の
博
士
ど
も
申
し
け
れ
。」

と
あ
る
白
詩
句
に
道
真
句
が
勝
る
と
い
う
話
を
指
す
。
さ
ら
に
、

そ
れ
は
、
例
え
ば
、『
詩
人
玉
屑
』
に
、「「
出
」「
上
」
二
字
勝

矣
」「
此
一
聯
勝
」「
亦
勝
庾
矣
」「
述
者
不
及
作
者
」「
作
者
不
及

述
者
」（『
詩
人
玉
屑
』
巻
八
「
沿
襲
」「
誠
斎
論
沿
襲
」）「
勝
退
之

詩
」（『
詩
人
玉
屑
』
巻
十
一
「
礙
理
」「
桜
桃
詩
」）な
ど
と
あ
っ
て
、
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世
に
あ
ら
む
人
は
、
男
子
を
ば
ま
う
け
ず
し
て
、
女
子
を
な

ん
ま
う
く
べ
き
と
ぞ
い
ひ
け
る
。

遂
令
天
下
父
母
心
、
不
重
生
男
重
生
女（「
長
恨
歌
」）

願
は
く
は
、
そ
の
楊
貴
妃
を
給
は
り
て
、
天
下
の
怒
り
を
和

め
む
と
申
し
け
れ
ば
。

当
時
敢
言
者
、
請
以
貴
妃
塞
天
下
怒
。（「
長
恨
歌
伝
」）。

も
し
天
に
在
ら
ば
翼
を
並
べ
る
鳥
と
作
ら
ん
。
地
に
あ
ら
ば

願
は
く
は
枝
を
交
は
し
た
る
木
と
為
ら
ん
。
天
も
長
く
地
も

久
し
く
終
は
る
こ
と
あ
ら
ば
、
こ
の
恨
み
は
綿
々
と
し
て
絶

ゆ
る
期
な
か
ら
む
。

在
天
願
作
比
翼
鳥
、
在
地
願
為
連
理
枝
。
天
長
地
久
有
時
尽
、

此
恨
綿
綿
無
絶
期
。（「
長
恨
歌
」）

　
『
白
氏
文
集
』
十
二
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
を
書
き
下
し
た

か
の
よ
う
な
表
記
も
含
ま
れ
、『
俊
頼
髄
脳
』
は
原
典
本
文
を
見

て
筆
録
し
て
い
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　
「
か
ぞ
い
ろ
は
」
と
い
う
歌
に
対
す
る
「
釈
」
で
は
、

「
燕
、
男
二
人
せ
ず
」
と
い
へ
る
事
、
文
集
の
文
な
り
と
ぞ

と
し
て
、「
文
集
」
と
い
う
典
拠
を
示
す
。
た
だ
し
「
燕
、
男
二

人
せ
ず
」
と
い
う
本
文
は
『
白
氏
文
集
』
に
は
見
ら
れ
な
）
14
（

い
。
た

だ
そ
れ
に
続
く
、
次
の
「
燕
く
る
」
と
い
う
歌
に
対
す
る
「
釈
」

に
、

燕
も
、
戊
己
の
日
は
、
す
べ
て
ま
う
で
来
ぬ
と
ぞ
、
詩
な
ど

に
も
作
り
て

し
て
い
る
こ
と
に
な
）
13
（
る
。

　

賄
賂
を
贈
ら
な
か
っ
た
た
め
に
絵
師
が
醜
い
肖
像
を
描
い
た
と

い
う
内
容
も
『
漢
書
』『
後
漢
書
』
に
は
な
く
、『
世
説
新
語
』
に
、

漢
元
帝
宮
人
既
多
、
乃
令
画
工
図
之
。
欲
有
呼
者
、
輒
披
図

召
之
。
其
中
常
者
、
皆
行
貨
賂
。
王
明
君
姿
容
甚
麗
、
志
不

苟
求
、
工
遂
毀
為
其
状
。

と
あ
り
、『
西
京
雑
記
』
に
、

元
帝
後
宮
既
多
、
不
得
常
見
、
乃
使
画
工
図
形
、
案
図
召
幸

之
、
諸
宮
人
皆
賂
画
工
、
多
者
十
万
、
少
者
亦
不
減
五
万
、

独
王
嬙
不
肯
、
遂
不
得
見
、
匈
奴
入
朝
、
求
美
人
為
閼
氏
、

於
是
上
案
図
、
以
昭
君
行
、
及
去
召
見
、
貌
為
後
宮
第
一
、

善
応
対
、
挙
止
閑
雅
、
帝
悔
之
、
而
名
籍
已
定
、
帝
重
信
於

外
国
、
故
不
復
更
人
、
乃
窮
案
其
事
。

と
あ
る
こ
と
で
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、『
俊
頼

髄
脳
』
で
は
本
文
を
『
世
説
新
語
』『
西
京
雑
記
』
に
拠
り
、
別

に
『
漢
書
』『
後
漢
書
』
の
存
在
を
も
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

ⅱ
、
白
氏
文
集

　

本
文
の
引
用
は
楊
貴
妃
の
逸
話
に
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
。『
俊

頼
髄
脳
』
と
「
長
恨
歌
伝
」「
長
恨
歌
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
）

本
文
の
対
応
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

三
千
人
の
寵
愛
、
一
人
に
な
ん
お
は
し
け
る
を
、

後
宮
佳
麗
三
千
人
、
三
千
寵
愛
在
一
身（「
長
恨
歌
」）
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そ
の
話
の
前
に
、
魏
武
帝
と
楊
脩
に
よ
る
「
闊
」
の
字
の
字
体
と

「
合
」
の
字
の
字
体
に
ま
つ
わ
る
字
謎
の
話
が
載
る
。
た
だ
し
、

と
も
に
孔
子
の
話
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

孔
子
の
話
と
し
て
は
、
中
山
法
華
寺
蔵
本
『
三
教
指
帰
注
』
に

見
ら
れ
る
。
同
話
は
『
万
葉
集
抄
』（
巻
下
）で
は
「
柵
越
し
に
麦

食
む
小
馬
の
の
は
つ
は
つ
に
相
見
し
子
ら
し
あ
や
に
か
な
し
も
」

（『
万
葉
集
』
巻
十
四
三
五
三
七
）と
い
う
歌
の
本
文
と
し
て
引
用

さ
れ
る（『
万
葉
集
注
釈
』
巻
八
に
も
）。
た
だ
し
顔
回
が
六
丁
で
、

閔
子
騫
が
十
二
町
、
冉
伯
牛
が
十
八
丁
で
、
仲
弓
が
二
十
四
町
で

理
解
し
た
と
す
る
。

　

原
典
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
な
ら
ば
、
孔
子
の
字
謎
は
、
中
国
で

は
南
宋
・
趙
彦
衛
の
『
雲
麓
漫
鈔
』
巻
三
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

孔
子
作
「
大
夫
」
及
「
千
人
」
字
如
此
。「
夫
」
字
従
「
大
」

従
「
一
」、
蓋
「
夫
」
中
有
「
大
」
字
、「
千
」
字
従
「
十
」

従
「
人
」、「
千
」
中
有
「
人
」
字
。

　
「
大
夫
」
と
い
う
語
は
、「
夫
」
の
字
と
、
そ
の
「
夫
」
の
字
を

分
解
し
た
「
大
」
の
字
と
「
一
」
の
字
の
内
「
大
」
の
字
と
に
よ

っ
て
成
り
、「
千
人
」
と
い
う
語
は
、「
千
」
の
字
と
、
そ
の

「
千
」
の
字
を
分
解
し
た
「
十
」
の
字
と
「
人
」
の
字
の
内
「
人
」

の
字
と
に
よ
っ
て
成
っ
て
い
る
と
す
る
。

　
「
牛
」
の
字
と
「
午
」
の
字
の
関
係
は
、『
古
今
事
文
類
聚
』
別

集
巻
二
十
七
「
人
事
部
」「
謁
見
」「
門
題
午
字
」
に
、

李
安
義
者
謁
富
人
鄭
生
、
辭
以
出
安
義
於
門
上
大
書
「
午
」

と
し
て
詩
に
作
ら
れ
て
い
る
と
す
る
の
は
、『
白
氏
文
集
』
巻
七

十
一
「
禽
虫
十
二
章
。
并
序
」
に
「
燕
違
戊
己
鵲
避
歳
、
茲
事
因

何
羽
族
知
」
と
あ
る
の
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
注
に

も
「
不
知
其
然
也
。
燕
銜
泥
、
常
避
戊
己
日
」
と
あ
）
15
（

る
。
当
該
詩

が
『
白
氏
文
集
』
全
七
十
一
巻
中
最
末
尾
の
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、

閲
覧
に
も
益
し
た
は
ず
で
あ
）
16
（

る
。

ⅲ
、
宋
代
筆
記
小
説

　
『
江
談
抄
』『
注
好
選
』『
三
教
指
帰
注
』
な
ど
の
院
政
期
に
お

け
る
説
話
は
、
典
拠
が
不
明
で
あ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。『
俊

頼
髄
脳
』
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
宋
代
筆
記
小
説
と
関
係
が

あ
る
こ
と
に
そ
の
要
因
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

①
孔
子
の
字
謎

　
「
垣
ご
し
に
馬
を
牛
と
は
い
は
ね
ど
も
」
と
い
う
歌
に
対
す
る

「
釈
」
に
は
、
孔
子
が
垣
根
か
ら
頭
を
出
し
た
馬
を
「
牛
だ
」
と

言
っ
た
の
を
、
顔
回
は
一
里
、
第
二
第
三
の
弟
子
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
三
里
毎
に
理
解
し
た
と
い
う
「
牛
」
と
「
午
」
の
字
謎
の
話
を

載
せ
る
。
こ
の
話
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、『
世
説
新
語
』「
捷

悟
第
十
一
」
に
、
碑
の
裏
面
に
「
黄
絹
・
幼
婦
・
外
孫
・
齏
臼
」

と
あ
る
八
文
字
が
「
絶
妙
好
辞
」
を
意
味
す
る
こ
と
を
楊
脩
が
す

ぐ
に
わ
か
り
、
魏
武
帝
は
三
十
里
行
っ
た
と
こ
ろ
で
理
解
し
た
と

い
う
類
話
が
載
）
17
（

る
。『
法
華
玄
義
釋
籤
』
巻
十
八
で
は
こ
れ
を
三

十
五
里
と
し
、『
世
俗
諺
文
』
に
は
「
有
智
無
智
隔
三
十
里
」
と

し
て
引
か
れ
る
。
さ
ら
に
『
世
説
新
語
』「
捷
悟
第
十
一
」
で
は
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後
十
餘
日
、
有
人
於
苑
中
尋
春
、
又
於
葉
上
得
詩
以
示
況
。

と
し
て
、
十
日
あ
ま
り
経
っ
て
、
苑
で
遊
ん
で
い
た
人
が
葉
に
書

か
れ
た
詩
を
得
て
顧
況
に
渡
し
た
と
い
う
。
た
だ
こ
の
ま
ま
で
は
、

男
女
が
詩
に
よ
っ
て
再
会
す
る
話
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

唐
・
范
攄
撰
『
雲
渓
友
議
』
巻
下
「
題
紅
怨
」（『
太
平
広
記
』

巻
一
九
八
「
文
章
」「
崔
融
」
に
も
）に
な
っ
て
、
男
女
の
再
会
の

話
が
示
さ
れ
る
が
、

覩
紅
葉
而
吁
怨
久
之
曰
、
當
時
偶
題
随
流
、
不
謂
郎
君
收
蔵

巾
篋
、
験
其
書
跡
、
無
不
訝
焉
。

と
し
て
、
そ
の
宮
女
は
紅
葉
を
見
て
、
当
時
た
ま
た
ま
流
れ
て
い

っ
た
詩
で
あ
る
と
い
い
、
盧
渥
は
そ
の
宮
女
の
筆
跡
を
見
て
、
彼

女
の
詩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
っ
と
す
る
が
、
こ
れ
で
も
互
い

の
劇
的
な
理
解
と
い
う
緊
迫
感
が
足
り
な
い
。

　
『
俊
頼
髄
脳
』
と
極
め
て
近
い
の
が
、
宋
代
・
劉
斧
『
青
瑣
高

議
』
巻
五
「
紅
流
記
」
の
「
紅
葉
題
詩　

娶
姑
韓
氏
」
で
あ
る
。

唐
・
僖
宗
の
御
世
の
夕
方
、
于
祐
は
宮
城
の
壁
際
を
歩
い
て
い
て
、

宮
女
が
流
し
た
一
詩
を
得
た
。
于
祐
は
科
挙
に
落
ち
韓
泳
に
同
族

の
女
・
韓
翠
苹
を
紹
介
さ
れ
、
結
婚
後
二
人
は
仲
睦
ま
じ
く
過
ご

し
た
。
そ
の
後
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

既
而
韓
氏
於
祐
笥
中
見
紅
葉
、
大
驚
曰
、
此
吾
所
作
之
句
，

君
何
故
得
之
。
祐
以
実
告
。
韓
氏
復
曰
、
吾
於
水
中
亦
得
紅

葉
、
不
知
何
人
所
作
也
。
乃
開
篋
取
之
、
乃
祐
所
題
之
詩
。

相
対
驚
嘆
感
泣
久
之
。
曰
、
事
豈
偶
然
哉
、
莫
非
前
定
也
。

字
而
去
。
或
問
其
故
。
答
曰
、
牛
不
出
頭
耳
。
此
亦
昔
人
題

鳳
之
意
。﹇
因
徐
辟
見
。
以
下
係
先
容
﹈」

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
南
宋
・
姚
寛
の
『
西
溪
叢
語
』
巻
上
に
、

有
隷
字
云
、
一
生
有
十
口
、
前
牛
無
角
、
後
走
有
口
、
十
三

字
、
下
有
一
虎
。
其
字
恐
「
甲
」「
午
」
字
謎
也
。

と
あ
っ
て
、「
午
」
の
字
を
「
牛
」
の
字
に
角
が
な
い
形
と
す
る
。

後
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
清
代
の
『
御
定
佩
文
斎
書
画
譜
』
第
四
、

及
び
『
六
藝
之
一
録
』
第
一
七
一
巻
所
引
の
「
元
応
在
篆
法
弁

訣
」
に
、

生
角
「
牛
」
字
、
非
因
午
出
頭
。

と
あ
っ
て
、
角
が
出
た
「
牛
」
の
字
は
「
午
」
の
字
が
頭
を
出
し

た
の
で
は
な
い
と
す
る
。

　
『
俊
頼
髄
脳
』
や
中
山
法
華
寺
蔵
本
『
三
教
指
帰
注
』『
万
葉
集

抄
』
に
見
ら
れ
る
孔
子
の
「
午
」
と
い
う
字
に
関
す
る
字
謎
は
、

こ
の
よ
う
な
宋
代
以
降
の
筆
記
や
小
説
と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。

②
「
紅
葉
題
詩
」

　
「
人
知
れ
ず
思
へ
ば
う
け
る
言
の
葉
も
」
と
い
う
歌
に
対
し
て

『
俊
頼
髄
脳
』
で
は
、
所
謂
、「
紅
葉
題
詩
」
の
話
を
引
）
18
（

く
。「
紅

葉
題
詩
」
の
大
本
は
『
本
事
詩
』「
情
感
第
一
」
に
あ
る
。
顧
況

が
三
人
の
詩
友
と
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
桐
の
葉
に
書
か

れ
た
詩
が
流
れ
て
き
た
。
顧
況
は
そ
れ
に
詩
を
流
し
て
、
返
事
を

し
、
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て
、
手
に
と
っ
て
見
る
と
、
そ
こ
に
は
詩
が
賦
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
は
、
皇
帝
の
女
御
が
彼
に
逢
い
た
い
た
め
に
流
し
た
詩
で
あ
っ

た
と
い
う
。『
事
類
賦
』
に
は
見
ら
れ
な
い
男
女
の
結
婚
が
記
さ

れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、『
俊
頼
髄
脳
』
と
同
じ
く
宋
代
筆
記
の

内
容
を
含
ん
で
い
る
。
特
に
、『
後
二
条
師
通
記
』
に
「
其
後
数

日
不
飲
食
」
と
す
る
の
は
、『
青
瑣
高
議
』
巻
五
「
紅
流
記
」
に

「
祐
曰
、
吾
数
月
来
、
眠
食
俱
廃
」
と
、
さ
ら
に
『
後
二
条
師
通

記
』
に
「
人
云
、
何
故
哉
」
と
す
る
の
は
、『
青
瑣
高
議
』
巻
五

「
紅
流
記
」
に
「
友
人
大
笑
曰
、
子
何
愚
如
是
也
」
と
す
る
こ
と

に
極
め
て
近
い
。『
後
二
条
師
通
記
』
で
「
宿
宴
実
深
」
と
す
る

の
は
、『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
妹
背
の
な
か
ら
ひ
、
先
の
世
の
契
り

の
疎
か
な
ら
ぬ
よ
り
」
と
も
関
連
す
る
。『
後
二
条
師
通
記
』『
俊

頼
髄
脳
』
と
も
に
、
唐
代
の
『
本
事
詩
』
か
ら
唐
末
の
范
攄
撰

『
雲
渓
友
議
』
を
経
て
、
宋
代
の
劉
斧
『
青
瑣
高
議
』
巻
五
「
紅

流
記
」
に
至
る
過
程
で
付
加
さ
れ
た
情
報
と
重
な
る
こ
と
に
な
）
20
（

る
。

イ
、
経
路

ⅰ
、
類
書

①
『
白
氏
六
帖
』

　

そ
の
よ
う
に
直
接
の
原
典
を
見
て
い
な
い
場
合
も
、『
俊
頼
髄

脳
』
に
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

漢
字
の
字
義
に
特
化
す
る
が
、
同
じ
く
詠
作
の
為
の
語
彙
集
で

あ
る
『
和
名
類
聚
抄
』
の
序
文
に
は
、「
是
故
雖
一
百
秩
文
館
詞

林
、
三
百
巻
白
氏
事
類
、
徒
而
備
風
月
之
興
、
難
決
背
世
俗
之

韓
氏
曰
、
吾
得
葉
之
初
、
嘗
有
詩
，
今
尚
蔵
篋
中
。
取
以
示

祐
。

　

韓
翠
苹
は
于
祐
の
書
棚
か
ら
偶
然
自
分
の
書
い
た
紅
い
葉
を
見

つ
け
た
。
驚
い
て
于
祐
に
葉
の
こ
と
を
問
う
と
于
祐
は
あ
り
の
ま

ま
を
話
し
た
。
韓
翠
苹
は
別
の
葉
を
取
り
出
し
て
「
私
が
拾
っ
た

こ
の
葉
に
詩
を
書
い
た
の
は
誰
で
す
か
」
と
言
う
の
で
、
于
祐
が

葉
を
見
る
と
そ
れ
は
正
に
自
分
が
書
い
た
詩
で
あ
っ
た
。『
俊
頼

髄
脳
』
に
「
妹
背
の
な
か
ら
ひ
、
先
の
世
の
契
り
の
疎
か
な
ら
ぬ

よ
り
」
と
あ
る
夫
婦
の
仲
が
前
世
の
契
り
に
よ
る
と
い
う
の
）
19
（

も
、

「
紅
流
記
」
に
「
泳
曰
、
吾
今
知
天
下
事
無
偶
然
者
也
」
と
す
る

評
と
通
じ
る
。

　

た
だ
そ
れ
は
口
承
に
よ
っ
て
、
言
い
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
『
後
二
条
師
通
記
』
に
も
次
の
よ
う
に

あ
る
。唐

代
事
言
語
云
、
或
人
遊
宴
、
山
川
紅
葉
流
、
就
中
大
葉
執

手
見
之
有
詩
。
其
後
数
日
不
飲
食
、
已
以
庾
屈
。
人
云
、
何

故
哉
。
対
曰
、
紅
葉
手
跡
人
罷
向
欲
逢
、
為
之
如
何
。
荒
野

事
也
。
但
帝
王
女
御
之
中
、
女
一
人
罷
逢
思
給
、
早
可
相
逢

也
。
件
言
語
之
処
、
顕
彼
是
事
、
約
束
所
催
也
。
宿
宴
実
深
。

﹇
返
事
付
書
、
詩
者
女
許
有
之
由
示
了
。
見
之
処
已
以
自
筆

也
﹈（『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
七
年〈
一
〇
九
三
〉一
月
二
十

三
日
）

　

あ
る
人
が
宴
で
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
川
に
紅
葉
が
流
れ
て
き
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文
に
申
し
た
れ
ば
、

と
す
る
の
も
、『
毛
詩
』（
国
風
・
周
南
・
螽
斯
）の
詩
序
に
「
螽
斯

后
妃
子
孫
衆
多
也
。
言
若
螽
斯
、
不
妬
忌
、
則
子
孫
衆
多
也
」
と

あ
る
こ
と
に
拠
る
が
、『
白
氏
六
帖
』「
妬
」
に
「
螽
斯
美
后
妃
子

無
妬
也
」
と
し
て
同
文
が
載
る
。

②
『
藝
文
類
聚
』

　
「
秋
風
に
」
と
い
う
歌
に
対
す
る
「
蘇
武
」
の
話
に
し
て
も
、

漢
武
帝
と
申
し
け
る
帝
の
御
時
に
、
胡
塞
と
い
へ
る
所
に
蘇

武
と
い
へ
る
人
を
遣
し
た
り
け
る
が
、
え
帰
ら
で
年
来
あ
り

け
る
を
、

と
あ
っ
て
、
蘇
武
が
匈
奴
に
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

し
か
、
さ
る
に
て
は
益
な
し
と
思
ひ
て
、「
ま
こ
と
に
は
あ

り
」
と
言
ひ
て
、
会
は
せ
け
る
と
い
へ
り
。

と
し
て
、
使
者
が
蘇
武
と
再
会
す
る
話
は
、『
漢
書
』「
蘇
武
伝
」

で
は
な
く
、『
蒙
求
』（
二
六
九
「
蘇
武
持
節
」）に
ま
と
ま
っ
て
い

る
。
た
だ
、「
ま
こ
と
に
は
あ
り
」
と
す
る
会
話
は
『
蒙
求
』
に

は
無
く
、『
漢
書
』「
蘇
武
伝
」
に
「
武
等
実
在
」
と
あ
る
所
と
対

応
す
る
。
こ
の
両
方
を
含
む
の
が
『
藝
文
類
聚
』「
書
」
で
、「
漢

書
曰
、
蘇
武
使
匈
奴
、
被
留
、
昭
帝
即
位
、
求
武
等
、
匈
奴
言
武

已
死
、
後
漢
使
至
匈
奴
、
教
者
謂
単
于
、
言
天
子
射
上
林
中
、
雁

足
有
係
帛
書
、
言
武
等
在
某
沢
中
、
単
于
顧
左
右
而
驚
。
謝
漢
使

曰
、
武
等
実
在
、
於
是
遣
還
。
事
具
鳥
部
雁
篇
」
と
あ
る
。

③
『
事
類
賦
』

疑
」
と
あ
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
類
書
の
例
と
し
て
『
白
氏
六

帖
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
俊
頼
髄
脳
』
に
は
、
そ
の
『
白
氏

六
帖
』
に
見
ら
れ
る
故
事
が
散
見
す
る
。

　
「
芹
摘
み
し
」
と
い
う
歌
に
つ
い
て
、

文
書
に
「
献
芹
」
と
申
す
本
文
な
り
と
ぞ
、
疑
へ
ど
も
お
ぼ

つ
か
な
し
。

と
す
る
の
は
『
和
歌
童
蒙
抄
』
で
は
、「
与
山
巨
源
絶
交
書
」（『
文

選
』
巻
第
四
十
三
「
書
下
」）の
「
野
人
有
快
炙
背
而
美
芹
子
者
、

欲
献
之
至
尊
」
の
李
善
注
に
お
け
る
『
列
子
』
を
引
い
て
「
其
室

告
之
曰
、
昔
人
有
美
戎
菽
甘
枲
莖
与
芹
子
、
対
郷
豪
称
之
」
と
す

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
「
献
芹
」
の
語
は
な
い
。「
献
芹
」
の

語
と
『
列
子
』
を
結
ぶ
の
は
『
白
氏
六
帖
』「
貢
献
」
で
、「
献
芹　

列
子
曰
、
昔
有
献
芹
於
郷
、
老
甞
之
苦
笑
而
退
也
。」
と
あ
る
。

　
「
山
鳥
の
」
と
い
う
歌
に
対
す
る
「
を
ろ
の
は
つ
を
」
と
い
う

語
の
説
明
も
、『
袖
中
抄
』（
第
十
二
・
を
ろ
の
は
つ
を
に
か
が
み

か
け
）は
「
六
帖
云
」
と
し
て
、『
異
苑
』
巻
三
に
「
罽
賓
国
王
買

得
一
鸞
、
欲
其
鳴
不
可
致
、
飾
金
繁
、
饗
珍
羞
，
対
之
愈
戚
、
三

年
不
鳴
。
夫
人
曰
、
嘗
聞
鸞
見
類
則
鳴
、
何
不
懸
鏡
照
之
。
王
従

其
言
、
鸞
睹
影
悲
鳴
、
沖
霄
一
奮
而
絶
」
と
あ
る
こ
と
を
引
く
。

実
際
に
『
白
氏
六
帖
』「
鸞
」
に
「
置
獲
」
と
し
て
同
文
が
引
か

れ
て
い
る
。

　
「
時
し
も
あ
れ
」「
い
か
で
か
は
」
と
い
う
歌
の
典
拠
と
し
て
、

后
と
い
な
ご
と
い
へ
る
虫
と
は
、
物
ね
た
み
せ
ぬ
も
の
と
、
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「
歌
論
義　

和
語
抄
等
を
ほ
や
う
を
な
じ
や
う
な
れ
ば
略
也
」
と

あ
っ
て
、
さ
ら
に
逸
書
「
和
語
抄
」
を
指
摘
す
る
。『
能
因
歌
枕
』

（
広
本
）の
末
尾
に
「
ゐ
も
り
の
印
と
は
、
も
ろ
こ
し
に
人
の
あ
り

く
に
、
虫
の
ち
を
女
の
か
ひ
な
に
っ
つ
け
て
ゆ
く
な
る
べ
し
。
そ

れ
に
こ
と
を
と
こ
し
つ
れ
ば
、
そ
の
む
し
の
ち
う
す
る
也
」
と
あ

り
、
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
た
歌
が
『
赤
染
衛
門
集
』（
八
八
・
八

九
）に
あ
る
こ
と
で
、
す
で
に
平
安
中
期
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
元
永
元
年
十
月
二
日
『
内
大
臣
家
歌
合
』
の
「
わ
が

宿
の
籬
に
や
ど
る
菊
な
く
は
な
に
に
つ
け
て
か
人
も
と
は
ま
し
」

（「
時
雨
」
題
・
六
番
・
三
六
・
信
忠
）に
対
す
る
基
俊
の
判
詞
に

も
「
井
守
の
印
な
ど
の
や
う
に
聞
こ
え
侍
る
か
な
」
と
あ
る
の
は
、

「
井
守
の
印
」
と
い
う
語
が
俚
諺
化
し
た
証
で
あ
）
20
（

る
。

　

詩
句
に
言
及
さ
れ
て
い
た
故
事
も
あ
り
、
例
え
ば
、「
を
ろ
の

は
つ
を
」
に
つ
い
て
は
、「
類
山
鶏
之
対
円
鏡
、
無
而
何
為
」（『
本

朝
文
粋
』
巻
五
・
大
江
朝
綱
「
為
清
慎
公
辞
右
大
臣
第
三
表
」）と

あ
り
、「
血
の
涙
」
と
い
う
和
歌
に
対
す
る
「
卞
和
の
珠
」
の
故

事
に
つ
い
て
も
、「
未
過
卞
和
献
、
無
由
奉
皇
天
」（『
経
国
集
』
巻

十
四
・
紀
虎
継
「
五
言
、
奉
試
得
治
荊
璞
」）「
傾
色
呉
人
釼
、
照

隣
和
氏
珠
」（『
続
本
朝
文
粋
』
巻
一
・
大
江
匡
房
「
西
府
作
」）

「
伯
牙
響
琴
徒
秘
曲
、
卞
和
泣
玉
独
霑
巾
」（『
続
本
朝
文
粋
』
巻
十

一
・
大
江
匡
房
「
大
唐
大
慈
恩
寺
大
師
画
賛
」）な
ど
が
あ
る
。

ⅲ
、
経
信

　

そ
の
「
卞
和
の
珠
」
の
話
は
、
そ
も
そ
も
『
韓
非
子
』
巻
四

　
「
か
ぞ
い
ろ
は
」
と
い
う
歌
に
対
し
て
「「
燕
、
男
二
人
せ
ず
」

と
い
へ
る
事
、
文
集
の
文
な
り
と
ぞ
」
と
す
る
の
は
、『
南
史
』

巻
七
十
四
・
列
伝
第
六
十
四
に
、「
覇
城
王
整
之
姉
嫁
為
衛
敬
瑜

妻
、
年
十
六
而
敬
瑜
亡
、
父
母
舅
姑
咸
欲
嫁
之
、
誓
而
不
許
、
截

耳
置
盤
中
為
誓
乃
止
、
常
双
飛
来
去
、
後
忽
孤
飛
。
女
感
其
偏
栖
、

乃
以
縷
繫
脚
為
誌
。
後
歳
此
燕
果
復
更
来
、
猶
帯
前
縷
。
女
復
為

詩
曰
、
昔
年
無
偶
去
、
今
春
猶
独
帰
、
故
人
恩
既
重
、
不
忍
復
双

飛
」
と
あ
る
故
事
に
拠
る
。
そ
れ
は
共
に
宋
代
の
『
太
平
広
記
』

（
巻
二
七
〇
）『
太
平
御
覧
』（
巻
九
二
二
）『
事
類
賦
』（
巻
一
九
）

『
通
志
』（
巻
一
六
七
）に
見
え
る
の
で
、
こ
れ
も
類
書
か
ら
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、『
和
歌
童
蒙
抄
』（
巻
八
・
鳥
部
・
燕
）で
は

「
南
史
曰
」
と
し
た
上
で
、
特
に
「
出
事
類
賦
」
と
す
る
か
ら
、

そ
の
内
の
『
事
類
賦
』「
禽
部
」「
燕
」
の
「
衞
婦
亦
聞
於
繫
縷
」

に
引
く
『
南
史
』
が
出
典
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ⅱ
、
先
行
歌
論
書
・
詩
歌

　
『
後
二
条
師
通
記
』
に
お
け
る
「
紅
葉
題
詩
」
の
話
が
共
通
す

る
よ
う
に
、
す
で
に
、
日
本
で
言
い
慣
わ
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
故
事
も
『
俊
頼
髄
脳
』
に
は
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
あ

せ
ぬ
と
も
」「
脱
ぐ
沓
の
」
と
い
う
歌
で
説
明
さ
れ
る
「
井
守
の

印
」
は
、『
漢
書
』「
東
方
朔
伝
」
師
古
注
『
博
物
志
』
巻
四
「
戯

術
」
に
拠
る
が
、『
疑
開
和
歌
抄
』（
巻
十
・
虫
・
守
宮
）に
「
委
見

四
条
大
納
言
和
歌
議
論
」
と
あ
っ
て
、
公
任
の
「
歌
論
議
」
に
見

え
る
と
す
る
。『
袖
中
抄
』（
第
六
・
ゐ
も
り
の
し
る
し
）で
も
、
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考
え
る
と
、
そ
の
差
異
は
俊
頼
に
問
題
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
「
野
守
の
鏡
」
の
逸
話
に
付
さ
れ
る
「
徐
君
」
と
は
、『
史
記
』

「
呉
太
伯
世
家
」
に
「
還
至
徐
、
徐
君
已
死
、
於
是
乃
解
其
宝
剣
、

繫
之
徐
君
冢
樹
而
去
」
と
あ
っ
て
剣
が
墓
に
掲
げ
ら
れ
た
話
で
あ

り
、
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
た
俊
頼
の
歌
に
「
な
き
影
に
掛
け
る
太

刀
も
あ
る
も
の
を
さ
や
つ
か
の
ま
に
忘
れ
は
て
け
る
」（『
散
木
奇

歌
集
』
雑
上
・
一
三
四
三
）が
あ
る
か
ら
、
こ
の
故
事
は
理
解
し

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
も
に
墓
と
い
う
状
況
が
関
連
す
る
。

　

原
典
を
翻
訳
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
長
恨
歌
」
に
お
い
て
も
、

楊
貴
妃
の
父
を
「
楊
玄
琰
」
と
す
べ
き
所
を
、「
楊
元
琰
と
い
へ

る
人
の
娘
あ
り
け
り
」
と
し
て
「
楊
元
琰
」
と
し
て
い
る
。「
楊

元
琰
」
は
、
同
時
代
人
に
『
旧
唐
書
』
巻
一
百
八
十
五
下
・
列
伝

第
一
百
三
十
五
下
に
「
楊
元
琰
、
虢
州
閿
郷
人
、
隋
礼
部
尚
書
希

曾
孫
也
」
と
あ
っ
て
、『
新
唐
書
』
巻
一
百
二
十
・
列
伝
第
四
十

五
に
「
楊
元
琰
者
、
字
温
、
虢
州
閺
郷
人
、
漢
太
尉
震
十
八
代

孫
」
と
あ
る
。

　
「
秋
風
に
」
と
い
う
歌
に
引
か
れ
る
蘇
武
の
話
に
「
え
帰
ら
で

年
来
あ
り
け
る
を
、
衛
律
と
い
ひ
け
る
人
の
、
ま
た
行
き
て
、

「
蘇
武
は
あ
り
や
」」
と
す
る
「
衛
律
」
は
、『
漢
書
』（
漢
書
巻
五

十
四
・
伝
第
二
十
四
）に
よ
る
と
、「
及
衛
律
所
将
降
者
、
陰
相
与

謀
劫
単
于
母
閼
氏
帰
漢
。
会
武
等
至
匈
奴
」
と
あ
っ
て
、
蘇
武
が

来
る
前
に
匈
奴
へ
の
使
者
と
な
り
投
降
し
て
い
た
。
蘇
武
の
生
存

を
尋
ね
た
の
は
、
別
の
「
使
者
」
で
あ
る
。

「
和
氏
第
十
三
」『
漢
書
』「
鄒
陽
伝
」『
蒙
求
』「
卞
和
泣
玉
」
他

に
見
え
る
話
で
あ
る
が
、『
俊
頼
髄
脳
』
で
は
逸
話
に
加
え
て
、

「
帝
王
の
愚
か
に
お
は
し
ま
す
な
る
例
に
、
申
す
な
る
こ
と
な
り
。

帝
の
御
前
な
ど
に
て
は
、
荒
涼
し
て
は
詠
む
ま
じ
き
こ
と
と
承
り

し
か
ど
」
と
し
て
「
承
る
」
と
す
る
か
ら
、
そ
れ
は
経
信
か
ら
聞

か
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
、『
難
後
拾
遺
抄
』「
第
十

五
雑
一
」
で
は
「
墨
染
め
に
」（『
後
拾
遺
集
』「
雑
一
」・
八
九

二
・
大
中
臣
輔
親
）と
い
う
歌
に
対
し
、「
こ
の
血
の
涙
の
本
文

は
」
と
し
て
卞
和
の
説
話
を
記
す
。

　
「
露
の
命
」「
草
の
根
に
」
と
い
う
歌
に
対
す
る
「
月
の
鼠
」
の

話
も
「
経
文
に
あ
る
こ
と
と
ぞ
承
る
」
と
し
て
「
承
る
」
と
し
、

「
詩
に
短
歌
行
、
長
歌
行
と
い
へ
る
こ
と
あ
り
。
さ
れ
ど
そ
れ
に

そ
の
心
か
な
は
ず
」
と
す
る
長
歌
短
歌
論
も
「
と
ぞ
承
る
」
で
結

ば
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
も
経
信
か
ら
聞
き
伝
え
ら
れ
た
こ
と

と
な
る
。
吟
詠
の
長
短
で
「
長
歌
」「
短
歌
」
を
区
別
す
る
の
は
、

曹
丕
の
「
燕
歌
行
」
に
「
短
歌
微
吟
不
能
長
」（『
文
選
』
巻
二
十

七
「
長
歌
行
」
李
善
注
）な
ど
と
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
）
21
（

か
。

ウ
、
翻
訳
の
齟
齬

ⅰ
、
伝
授
の
誤
認

　

た
だ
「
卞
和
の
珠
」
の
話
は
、『
俊
頼
髄
脳
』
で
は
左
右
の
手

を
切
ら
れ
た
と
す
る
の
に
対
し
て
、『
韓
非
子
』
と
同
じ
く
『
難

後
拾
遺
抄
』
他
で
は
足
を
切
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
）
22
（

り
、「
月

の
鼠
」
の
話
も
完
全
に
一
致
す
る
話
は
、
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
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の
女
御
、
多
く
の
女
御
、
御
息
所
の
な
か
に
、
す
ぐ
れ
て
め
で
た

く
お
は
し
ま
し
き
」（『
大
鏡
』
右
大
臣
師
輔
）な
ど
と
あ
り
、
さ
ら

に
容
姿
を
、

初
め
お
は
し
け
る
女
御
后
に
も
ま
さ
り
て
、
め
で
た
く
な
ん

お
は
し
け
る
。

と
す
る
の
も
、『
源
氏
物
語
』（
桐
壺
）に
「
女
御
、
更
衣
あ
ま
た
候

ひ
給
ひ
け
る
中
に
、
い
と
や
む
ご
と
な
き
際
に
は
あ
ら
ぬ
が
、
す

ぐ
れ
て
時
め
き
給
ふ
あ
り
け
り
」「
は
じ
め
よ
り
我
は
と
思
ひ
上

が
り
給
へ
る
御
方
方
」
と
あ
る
。

　

玄
宗
が
詠
じ
た
有
名
な
台
詞
、

も
し
天
に
在
ら
ば
、
翼
を
並
べ
る
鳥
と
作
ら
ん
。
地
に
あ
ら

ば
、
願
は
く
は
枝
を
交
は
し
た
る
木
と
為
ら
ん

は
も
ち
ろ
ん
「
長
恨
歌
」
の
「
在
天
願
作
比
翼
鳥
、
在
地
願
為
連

理
枝
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
）に
拠
る
が
、「
翼
を
並
べ
る
」「
枝

を
交
は
し
た
る
」
と
す
る
表
現
は
、『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」
の

「
羽
を
な
ら
べ
、
枝
を
か
は
さ
ん
と
契
ら
せ
給
ひ
し
に
」
に
拠
る
。

　

楊
貴
妃
の
墓
を
、

そ
の
楊
貴
妃
が
殺
さ
れ
け
る
所
へ
、
帝
お
は
し
ま
し
て
御
覧

じ
け
れ
ば
、
野
辺
に
浅
茅
、
風
に
波
寄
り
て
、
あ
は
れ
な
り

け
む
。

と
す
る
の
は
、『
後
拾
遺
集
』（
秋
上
・
二
七
〇
）に
「
長
恨
歌
の
絵

に
、
玄
宗
も
と
の
所
に
帰
り
て
、
虫
ど
も
鳴
き
、
草
も
枯
れ
わ
た

り
て
、
帝
歎
き
給
へ
る
か
た
あ
る
所
を
よ
め
る
」
な
ど
と
あ
る
こ

　
「
紅
葉
題
詩
」
の
詩
を
受
け
取
っ
た
男
性
を
「
呉
松
孝
」
と
し
、

『
俊
頼
髄
脳
』
を
見
た
と
思
わ
れ
る
『
今
昔
物
語
集
』（
巻
十
「
震

旦
呉
招
孝
、
見
流
詩
恋
其
主
語
第
八
」）で
は
「
呉
招
孝
」
と
さ
れ

て
い
る
が
、
と
も
に
伝
未
詳
で
あ
る
。

　

以
上
は
、
名
前
や
状
況
の
類
似
に
よ
る
俊
頼
の
誤
認
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

ⅱ
、『
源
氏
物
語
』
の
投
影

　
『
俊
頼
髄
脳
』
に
お
け
る
誤
認
の
要
因
に
は
、
こ
の
よ
う
な
錯

綜
が
あ
っ
た
。

　
「
長
恨
歌
伝
」
の
翻
訳
に
お
い
て
、『
俊
頼
髄
脳
』
で
「
女
御
を

ば
武
淑
妃
と
な
む
聞
え
け
る
」
と
す
る
「
女
御
」
は
日
本
に
お
け

る
女
官
の
官
職
名
で
あ
る
。
そ
の
妃
と
女
御
が
亡
く
な
っ
た
後
に
、

そ
れ
お
ぼ
し
め
し
嘆
な
げ
き
て
こ
れ
ら
に
似
に
た
る
人
や
あ

る
と
、
求
め
給
ふ
ほ
ど
に
、
楊
元
琰
と
い
へ
る
人
の
娘
あ
り

け
り
。

と
し
て
、
彼
女
た
ち
に
似
て
い
る
女
性
を
探
し
て
楊
貴
妃
が
見
つ

か
っ
た
と
す
る
は
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
桐
壺
更
衣
と
藤
壺

を
投
影
し
た
か
。
そ
の
容
姿
を
、

容
貌
、
世
に
す
ぐ
れ
て
め
で
た
く
な
む
お
は
し
け
る

と
す
る
の
も
、「
右
大
臣
は
才
、
世
に
優
れ
、
め
で
た
く
お
は
し

ま
し
」（『
大
鏡
』
左
大
臣
時
平
）と
あ
り
、
女
性
の
容
姿
に
つ
い
て

同
種
の
表
現
は
「
か
た
ち
ど
も
、
す
ぐ
れ
て
め
で
た
し
」（『
宇
津

保
物
語
』
楼
の
上
・
上
）「
第
一
の
御
女
、
村
上
の
先
帝
の
御
時
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散
文
の
場
面
が
投
影
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

む
す
び

　
『
俊
頼
髄
脳
』
の
本
文
に
お
い
て
も
、
漢
文
の
形
式
を
残
し
て

い
る
。「
発
句
」
や
「
傍
字
」
は
序
だ
け
で
な
く
、
本
文
の
中
に

も
見
ら
れ
、「
凡
そ
、
歌
は
、
神
仏
、
帝
后
よ
り
始
め
奉
り
て
、

あ
や
し
の
山
賤
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
心
あ
る
も
の
は
皆
詠
ま
ざ

る
も
の
な
し
」「
お
ほ
か
た
、
歌
を
詠
ま
む
に
は
題
を
よ
く
心
得

べ
き
な
り
」
な
ど
と
あ
る
。『
俊
頼
髄
脳
』
も
『
歌
経
標
式
』
等

の
漢
文
体
の
歌
論
書
と
同
様
に
、
漢
文
の
形
式
に
則
っ
て
い
た
。

「
式
」
の
整
理
は
ま
た
、
そ
れ
ら
の
「
式
」
が
依
拠
し
た
唐
代
詩

論
に
そ
の
淵
源
が
あ
る
。

　

歌
語
「
釈
」
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、『
本
事
詩
』
な
ど
の
詩

話
と
同
じ
話
を
収
録
す
る
。
詩
話
は
宋
代
に
至
っ
て
お
び
た
だ
し

い
数
の
作
品
が
作
ら
れ
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
詩
話
は
ま
た
朝
鮮

に
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
江
談
抄
』
を
加
え
て
、
日
本

に
お
い
て
も
「
釈
」
は
院
政
期
以
後
、
多
く
の
作
品
に
見
ら
れ
る

か
ら
、
そ
れ
は
ま
た
中
日
韓
に
お
け
る
趨
勢
で
も
あ
っ
）
24
（

た
。

　
『
俊
頼
髄
脳
』
に
お
け
る
漢
文
学
は
、
中
世
東
ア
ジ
ア
詩
学
の

中
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

注（
1
）　

小
沢
正
夫
氏
『
古
代
歌
学
の
形
成
』（
塙
書
房
・
一
九
六
三

と
に
も
拠
る
で
あ
ろ
う
が
、『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」
に
お
け
る
桐

壺
更
衣
邸
の
状
況
に
「「
今
ま
で
と
ま
り
は
べ
る
が
い
と
憂
き
を
、

か
か
る
御
使
の
蓬
生
の
露
分
け
入
り
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
い
と

恥
づ
か
し
う
な
む
」
と
て
、
げ
に
え
堪
ふ
ま
じ
く
泣
い
た
ま
ふ
。」

と
あ
り
、
桐
壺
帝
の
歌
に
「
雲
の
上
も
涙
に
く
る
る
秋
の
月
い
か

で
す
む
ら
む
浅
茅
生
の
宿
」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
と
考
え
て

よ
い
。

　
「
を
ろ
の
は
つ
を
」
の
逸
話
に
お
い
て
、「
こ
れ
を
鳴
な
か
せ
給

へ
る
女
御
、
后
に
立
ち
て
、
か
た
は
ら
の
女
御
嫉
み
そ
ね
み
給
へ

る
こ
と
か
ぎ
り
な
し
と
言
へ
り
」
と
す
る
の
も
、『
源
氏
物
語
』

「
桐
壺
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

王
昭
君
の
逸
話
に
お
い
て
、
そ
の
墓
を
、

帝
、
恋
し
さ
に
思
し
召
し
わ
づ
ら
ひ
て
、
か
の
王
昭
君
が
居

た
り
け
る
所
を
御
覧
じ
け
れ
ば
、
春
は
柳
、
風
に
な
び
き
、

鶯
つ
れ
づ
れ
に
鳴
き
、
秋
は
木
の
葉
、
庭
に
積
も
り
て
、
軒

の
し
の
ぶ
隙
な
く
て
、
い
と
ゞ
物
あ
は
れ
な
る
こ
と
限
り
な

し
。

と
す
る
の
は
、『
世
説
新
語
』『
西
京
雑
記
』
に
は
な
）
23
（

く
、
楊
貴
妃

が
亡
く
な
っ
た
後
の
描
写
を
「
長
恨
歌
伝
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十

二
）で
「
毎
至
春
之
日
、
冬
之
夜
、
池
蓮
夏
開
、
宮
槐
秋
落
」「
宮

葉
滿
階
紅
不
掃
」
と
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

そ
れ
も
間
接
的
に
『
源
氏
物
語
』
を
経
由
し
て
の
投
影
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。『
俊
頼
髄
脳
』
に
お
け
る
漢
故
事
表
現
に
は
平
安
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学
の
形
象
』
勉
誠
出
版
・
二
〇
一
一
年
）で
論
じ
た
。

（
11
）　

別
に
「
燕
二
人
男
せ
ず
」「
燕
も
、
戊
、
己
の
日
は
、
す
べ

て
ま
う
で
来
ぬ
」「
験
芹
」
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

（
12
）　
「
釈
」
は
連
歌
を
は
さ
ん
で
古
歌
と
末
世
の
歌
と
に
分
け
ら

れ
て
い
る
。

（
13
）　

さ
ら
に
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
和
漢
朗
詠
注
』
に
は
「
胡
王

申
ク
、
我
国
ハ
戎
ノ
住
カ
ニ
テ
、
ヤ
サ
シ
キ
無
女
。
可
然
三
千
人

ノ
后
キ
、
一
人
給
ハ
ツ
テ
下
ラ
ン
ト
云
ヘ
ハ
」
と
あ
る
。

（
14
）　

た
だ
『
俊
頼
髄
脳
』
の
本
文
間
に
異
同
が
あ
り
、
静
嘉
堂
文

庫
蔵
『
無
名
抄　

俊
頼
』
久
邇
宮
家
旧
蔵
『
無
名
抄
』（
日
比
野
浩

信
氏〈
未
刊
国
文
資
料
『
久
邇
宮
家
旧
蔵
本
俊
頼
無
名
抄
の
研
究
』

和
泉
書
院
・
一
九
九
五
年
〉）に
は
「
文
書
の
文
な
り
と
ぞ
」
と
あ

る
。

（
15
）　

原
典
は
、『
抱
朴
子
』（
内
篇
・
至
理
）に
「
适
偶
有
所
偏
解
、

鶴
知
夜
半
、
燕
知
戊
己
、
而
未
必
違
於
他
事
也
」、『
事
類
賦
』（
巻

十
九
・
禽
部
二
・
燕
・「
性
知
戊
己
」）所
引
『
博
物
志
』
に
「
燕

戊
己
日
不
銜
泥
涂
巢
、
此
非
才
智
、
自
然
得
之
」、『
太
平
広
記
』

（
巻
四
六
一
・
禽
鳥
二
・
千
歳
燕
）に
「
斉
魯
之
間
、
謂
燕
為
乙
、

作
巣
避
戊
己
」
と
あ
る
。
春
分
ま
た
は
秋
分
に
最
も
近
い
戊
の
日

が
社
日
と
な
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
句
に
、「
百
鳥
乳
雛
畢
、
秋

燕
独
蹉
跎
。
去
社
日
已
近
、
銜
泥
意
如
何
。
不
悟
時
節
晚
、
徒
施

工
用
多
。
人
間
事
亦
爾
、
不
独
燕
営
窠
」（『
白
氏
文
集
』
巻
七

「
晚
燕
」）が
あ
る
。

（
16
）　

逆
に
、『
白
氏
文
集
』
の
冒
頭
「
新
楽
府
」
も
平
安
鎌
倉
作

品
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
。

年
）に
詳
し
い
。

（
2
）　
『
俊
頼
髄
脳
』
の
書
名
は
、『
袋
草
紙
』
巻
上
で
は
「
俊
頼
髄

脳
」
と
あ
る
の
は
、
別
に
「
俊
頼
朝
臣
抄
物
」
と
あ
る
事
を
考
え

る
と
、
そ
れ
は
「
俊
頼
の
髄
脳
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。『
袖
中
抄
』
に
「
無
名
抄
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
元
来
、
書
名
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）　
「
式
」「
釈
」
と
い
う
語
は
『
奥
義
抄
』
の
用
語
に
よ
っ
た
。

（
4
）　
『
和
歌
作
式
』
も
冒
頭
が
「
風
聞
、
和
歌
自
神
御
世
伝
而
未

定
章
句
」
と
な
り
、『
石
見
女
式
』
で
は
「
夫
原
、
和
歌
感
鬼
神

之
幽
情
、
慰
天
人
之
恋
心
、
去
者
自
神
御
世
伝
而
未
定
章
句
」
と

あ
っ
て
、『
和
歌
作
式
』
も
同
様
に
「
夫
原
、
和
歌
」
と
あ
っ
て

序
文
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
。

（
5
）　

こ
れ
ら
の
序
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
別
に
詳
述
す
る
。

（
6
）　

大
曽
根
章
介
氏
『
大
曽
根
章
介
著
作
集
』（
第
一
巻
）（
汲
古
書

院
・
二
〇
〇
〇
年
）「
文
体
論
」
の
各
論
文
を
参
考
に
し
た
。

（
7
）　
『
俊
頼
髄
脳
』
の
本
文
は
、
二
〇
二
二
年
出
版
予
定
の
家
永

香
織
・
小
野
泰
央
・
鹿
野
し
の
ぶ
・
館
野
文
昭
・
福
田
亮
雄
『
俊

頼
髄
脳
全
注
釈
』
の
注
釈
作
業
に
よ
っ
た
。

（
8
）　

木
戸
裕
子
氏
「
平
安
詩
序
の
形
式
―
自
謙
句
の
確
立
を
中
心

と
し
て
―
」（『
語
文
研
究
』
六
十
九
・
一
九
九
〇
年
六
月
）。

（
9
）　

例
え
ば
『
土
佐
日
記
』
な
ら
ば
「
男
も
す
な
る
」
か
ら
「
書

き
つ
く
」
ま
で
、『
蜻
蛉
日
記
』
な
ら
ば
、「
か
く
あ
り
し
と
き
す

ぎ
て
」
か
ら
「
さ
て
も
あ
り
ぬ
べ
き
こ
と
な
む
多
か
り
け
る
」
ま

で
。

（
10
）　

小
野
「『
江
談
抄
』
の
詩
文
論
と
平
安
朝
詩
文
」（『
中
世
漢
文
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『
俊
頼
髄
脳
』
で
「
朝
綱
、
公
家
の
か
し
こ
ま
り
に
て
三
年
あ
り

け
れ
ば
」
と
す
の
は
、『
朗
詠
江
注
』
に
「
此
時
去
弁
三
年
云
々
」

（
雑
・
詠
史
・
六
九
七
）と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
後
に
定
家

に
よ
っ
て
、「
日
本
紀
竟
宴
歌
也
非
身
上
事
」（
定
家
本
『
俊
頼
髄

脳
』）と
否
定
さ
れ
る
。

（
22
）　
『
三
教
指
帰
注
』
は
「
韓
子
曰
」
と
あ
る
よ
う
に
『
韓
非
子
』

を
典
拠
と
し
て
お
り
、『
韓
非
子
』
に
あ
る
通
り
両
足
を
切
ら
れ

た
と
記
す
伝
本（『
真
言
宗
全
書
』
所
收
承
久
本
）も
あ
る
。
た
だ

し
小
峰
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
中
山
法
華
経
寺
本
『
三
教
指
帰

注
』（
巻
上
）に
は
片
手
片
足
を
切
ら
れ
た
と
あ
り（「『
俊
頼
髄
脳
』

の
故
事
と
和
歌
」『
院
政
期
文
学
論
』
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
六
年
）、

手
を
切
ら
れ
た
と
す
る
文
献
を
俊
頼
が
目
に
し
て
い
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。

（
23
）　
『
宇
津
保
物
語
』
で
は
離
別
の
場
面
を
「
胡
茄
の
音
を
聞
き

悲
し
び
て
」
と
す
る
の
は
、『
琴
操
』（
王
昭
君
の
「
怨
曠
思
惟

歌
」）に
「
秋
木
萋
萋
、
其
葉
萎
黄
」
と
あ
り
、『
楽
府
詩
集
』（
巻

第
二
十
九
・
相
和
歌
辞
四
・
吟
歎
曲
・
王
昭
君
）に
「
胡
地
無
花

草
、
春
来
不
似
春
」「
唯
有
清
笳
曲
、
時
聞
芳
樹
春
」
な
ど
と
あ

る
の
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
24
）　

小
野
「
十
二
世
紀
に
至
る
詩
歌
論
の
展
開
―
格
式
か
ら
詩
話

へ
―
」（『
中
世
漢
文
学
の
形
象
』〈
二
〇
一
一
年
・
勉
誠
出
版
〉）

「『
俊
頼
髄
脳
』
と
同
時
代
歌
論
書
」（「
中
央
大
學
國
文
」
六
四

号
・
二
〇
二
一
年
三
月
）で
も
論
じ
た
。

 

（
お
の　

や
す
お　

本
学
教
員
）

（
17
）　

仁
平
道
明
氏
「『
江
談
抄
』
の
〝
虚
言
〞
―
中
国
文
芸
に
よ

る
説
話
の
形
成
―
」（『
和
漢
比
較
文
学
論
考
』
武
蔵
野
書
院
・
二

〇
〇
〇
年
）で
は
、『
江
談
抄
』
第
六
の
文
時
が
句
の
理
解
に
お
い

て
「
我
減
於
朝
綱
卅
年
」
と
し
た
こ
と
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
い

る
。

（
18
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
岡
本
不
二
明
氏
「
紅
葉
題
詩
故
事
の
成

立
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
」（『
唐
宋
伝
奇
戯
劇
考
』
汲
古
書
院
・

二
〇
一
〇
年
）に
詳
し
い
。

（
19
）　

例
え
ば
『
転
法
輪
抄
』「
夫
婦　

上
」
に
「
以
宿
縁
成
夫
婦
」

「
摩
鄧
女
事﹇
夫
婦
世
世
縁
﹈」
な
ど
と
あ
る
。

（
20
）　
「
天
の
河
う
き
木
に
の
れ
る
」
歌
に
お
け
る
張
騫
が
天
の
河

に
至
っ
た
と
い
う
話
が
胡
曽
『
詠
史
詩
』
の
晩
唐
・
陳
蓋
注
に
見

ら
れ
る
と
い
う
の
も（
黒
田
彰
子
氏
「
張
騫
考
―
俊
頼
髄
脳
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
」（『
中
世
和
歌
論
攷　

和
歌
と
説
話
と
』
和
泉
書

院
・
一
九
九
七
年
）に
指
摘
さ
れ
る
）、
宋
代
筆
記
小
説
に
類
す
る

と
考
え
て
よ
い
か
。

（
21
）　
「
野
守
の
鏡
」
に
お
け
る
「
徐
君
が
鏡
」
の
逸
話
に
つ
い
て

『
俊
頼
髄
脳
』
で
「
ま
た
人
申
し
け
る
」
と
す
る
そ
の
「
人
」
を
、

顕
昭
本
で
は
「
匡
房
の
帥
」
と
す
る
の
も
、
そ
れ
が
事
実
と
す
る

な
ら
ば
、
経
信
に
お
け
る
漢
学
は
匡
房
経
由
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。『
江
談
抄
』
と
『
俊
頼
髄
脳
』
は
直
接
的
関
係
を
持
つ
。
時

助
と
い
う
右
の
舞
人
が
経
信
に
語
っ
た
と
す
る
「
郭
公
を
鶯
の
子

と
い
へ
る
こ
と
」
は
『
江
談
抄
』
第
三
「
郭
公
為
鶯
子
事
」
で
も

「
戸
部
卿
談
曰
」
と
し
て
経
信
の
言
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
例
え
ば
、
朝
綱
の
「
か
ぞ
い
ろ
は
」
と
い
う
歌
に
対
し
て


